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国際交流・韓国

　皆さん、こんにちは。今年の冬は例年に比べとても寒いですよね。「そ

んなときになぜ冷麺？」と思われるかもしれませんが、実は、もとも

と冷麺は冬の食べ物でした。ご存じでしたか？

　冷麺は昔から韓国の北方地域(今の北朝鮮)でよく食べられたもの

だと言われています。麺の材料となる蕎麦やジャガイモは、主に土地

がやせている北方地域で育てられ、秋になると収穫し冬にこれらを

食べました。それでは、な

ぜ寒い地域で麺を冷たくし

て食べたのでしょうか。

　昔は貯蔵施設が発達して

いなかったため、冷麺に欠か

せない氷は、冬にしか得る

ことができませんでした。

　それから、韓国ならでは

のオンドル(床暖房)の文化とも関わりがあります。竈を焚き床下を

温める原理であるオンドルは、温度調節が難しく、床が熱くなりやすかっ

たそうです。そのオンドル部屋で食べる冷麺は、暑くなった体を冷や

してくれる役割をしたわけです。

　日本でも冷麺は、季節を問わず焼肉のシメとしてお馴染みの料理

ですよね。現代においては、オンドルの温度調整も可能になったうえ

に、麺の生地づくりの技術も高まったため、冬だけでなくいつでも食

べられる料理になりました。
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